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歯科医学特論Ⅱ

講義　第１・２学年　１単位

《キーワード》  障害者、障害者歯科、障害者の医療・保健・福祉、発達障害、身体障害、対応法

《担当者名》  別途周知

【概　要】

　先天的・後天的な異常や疾患によって、日常生活や社会生活において継続して相当な制約を受ける状態にある人を障害のある

人、すなわち、障害児（者）といわれている。障害児（者）は福祉行政上の用語であり、原因や症状、疾患に基づいての診断名

ではなく、障害を発症する原因・要因は多種・多様である。

　そこで、本授業では、①障害者と障害者歯科学の概念②疾病と障害及びその特殊性③障害者歯科医学と保健・福祉との関連④

発達障害の要因と分類（精神遅滞、ダウン症、自閉症ほか）⑤身体障害（肢体不自由）の原因と分類⑥精神及び行動の障害⑦障

害者の歯科保健と治療等の基本的事項を学ぶ。

【学修目標】

　１．障害者の概念と特殊性について説明できる。

　２．障害者の保健・医学・福祉について概要（各種制度・法律など）を説明できる。

　３．発達障害の原因と分類について説明できる。

　４．身体障害（肢体不自由）の原因と分類について説明できる。

　５．精神及び行動の障害に対して説明できる。

　６．障害者の歯科疾患、予防と治療の基本的事項について説明できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ 障害の概念と特殊性について講義す

る。

２ 障害者の保健・医療・福祉について

講義する。

３ 発達障害の原因と分類、各種疾患に

ついて講義する。

４ 身体障害（肢体不自由）の原因と分

類、各種疾患について講義する。

５ 障害者の行動と歯科的対応法につい

て講義する。

６ 障害者の歯科疾患とその特徴、予防

と治療の基本について講義及び外来

での臨床見学実習を行う。

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

出席状況、提出物、臨床実習

【教科書】

授業・実習中に指示する。

【参考書】

授業・実習中に指示する。

【備考】

外来における実習を含む。

別途時間割を配付する。

【学修の準備】

　事前に提示した到達目標に合わせて、関連資料の収集・文献講読をしておくことが望ましい。


